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研究成果の概要（和文）：アラビア語の口語と文語の語彙を1つの語彙集に作成した。口語と文語は、実際には
一つの言語生活の中で使われているが、これまで別の辞書が作られてきた。１つの語彙集にしたことで、アラビ
ア語学習の上で、口語でのみ使われる単語、文語でのみ使われる単語、同一単語の口語での意味と文語での意味
という使い分けを学ぶことができるようになった。

研究成果の概要（英文）：The Colloquial words and the Written Arabic words have been created in one 
lexicon. Although colloquial and written Arabic are actually used in one linguistic life, separate 
dictionaries have been created so far. By combining them into one lexicon, students can now learn to
 distinguish between words used only in spoken Arabic, words used only in written Arabic, and the 
meaning of the same word in spoken Arabic and in written Arabic.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
口語と文語の使い分けは、多かれ少なかれ、あらゆる言語社会に存在する。例えば日本語でも、話される言葉と
文章を書く時に使われる語彙や文法には違いがあるし、敬語体系の中での使い分けもある。本研究は、このよう
な1つの言語社会での使い分けの様子を調査し、提示する方法を、エジプトのアラビア語社会を例に提案したも
のである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 アラビア語は言文が一致しておらず、家庭や社会生活で会話に使われる会話体と、読み書きや

公的発言に使われる文章体とが、基本的には同じ言語でありながら差が大きい。この状態は「ダ

イグロシア（二層状態）」と呼ばれ、基本的には二層ととらえられているが、すでに Fergson(1959)

が中間的な混合形態の存在に触れており、現在ではおおむね、会話体と文章体の特徴要素の混合

割合が変異する連続体ととらえられている(Versteegh2014:244)。近年は、これを基礎に発話の

中で特徴要素の出現をとらえ、その心理的、社会言語学的な要因が研究されている

（Mazraani1997,AlBatal2002,Bassiouney2009 など）。アラビア語の両層は学習を始めてすぐ

に直面する、使い分けの問題である。 

 一方、二層状態の全体像は、連続体という一定のとらえ方以上には明らかになっていない。そ

れは会話体は文字に残らないためにコーパス構築が困難であることとともに、会話体と文章体

を厳に区別し、さらに、目指すべきは“正しい”文章体の習得であり、会話体はそれを“崩した”

変種に過ぎないとする社会心理的な伝統のためである。アラビア語の辞書は会話体の辞書と文

章体の辞書が別々に作られ、統合されていない。このため、両層の間でどのくらい、どの単語が

共有され、どれが異なっているか、意味の違いは何かといった情報はまったく収録されていない。

Alosh(2005)は、語彙使用の手引書として二層性の問題にも触れてはいるが、中心は文章体であ

り、依然として、語彙全体の使用実態は明らかでない。 

 アラビア語教育は、二層的な使用実態を反映した両層の教授法が試みられてはいる

（Woidich(1990)や、Younes(2006)など）が数はわずかであり、試行錯誤の段階である。ほとん

どが文章体を扱ったものである。日本の教育現場においてもほとんど文章体のみが教えられて

いる。市販の教材も多くは文章体であり、会話体のものは、申請者の長渡(2009)ほか、4 点が出

版されているにすぎず、会話体の辞書は日本では 1 冊も出版されていない。 

 

２．研究の目的 

 現在では、文章を読むだけでなく、アラブ人と話し文化を理解する能力の需要が高まっている。

すなわち会話体と文章体を知り、適切に「使い分け」る能力の養成が必要である。この「使い分

け」能力というとらえ方およびその能力評価基準は、申請者が、長渡(2014)で提案している。こ

れを実現させるには、使い分ける要素である両層語彙の統合的な使用実態を明らかにする必要

がある。これを基盤として両層の語彙を対照させ、その異同を明示した語彙目録および、コーパ

スに基づいた統計的なデータによって全体像を明らかにする必要がある。 

 この研究の目的の第一は、まず両層の語彙使用実態の全体像を明らかにすることである。下に

示すコーパスに現れる語彙項目を調査し、把握した使用実態を基盤に、会話体と文章体の語彙を

対照させた語彙集を作成する。これによりどの単語が会話体であり文章体か、どのくらい、どの

単語が共有されているか、どれが対応するか、意味用法の違いは何かを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

対象地域は、会話体辞書や方言資料があり、学習者の関心が最も高いエジプトとする。会話体コ

ーパスは映画のシナリオ、会話体で書かれた出版物から作成し、文章体コーパスは日常に使われ

る語彙が多く使われていると思われる子ども向けの出版物とした。これらのコーパスから次の



ようにした。 

 

４．研究成果 

 まず、会話体（エジプト口語）と文章体（文語）、つまり両層の別を明示する方法を整備した。

大見出しは語根とし、その中にで見出し語を、会話体、文章体の区別なしに立てた。その発音や

意味について、会話体（エジプト方言）には㋓を、文章体には㉆として記述した。さらに装丁を

整え、内容点検をした上で出版を目指す。 
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